





















た（I have tried in this revision to incorporate the main lessons of the last sixteen years.）」と明記
している（つまり再版は，初版と全く同じものを単に増し刷りしたものではない１）。マズロー
は，この再版が出された同年６月８日に逝去している。
１ Maslow, A. H., Motivation and Personality.,（Rev Ed）, New York : Harper & Row.,１９７０., p.ix.とMaslow, A.











（例えば，M.ブーバー（Martin Buber）や P. クロポトキン（Peter Kropotkin等）４，他方で，
１９５４年初版には自己実現者として挙げられていたが，１９７０年再版においては外された S. フロイ






















２ マズロー再版 p.１３４.，フレイジャーら第３版 p.６６.
３ マズロー再版 p.１１１.，フレイジャーら第３版 p.８０.
４ マズロー再版 p.１５２.，フレイジャーら第３版 p.１２８.
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ところで参考文献３４４は，The Self；Explorations in Personal Growth., New York：Harper &
Bros.（１９５６年）なる著作である。同著にはマズロー自身も寄稿しており，その原稿名は“Per-
sonality Problems and Personality Growth”等である。そして同著には，ムスターカスも“True
Experience and the Self”なる原稿等を掲載している。
「序文（PREFACE）」（pp.xv.-xvi.）を見ると，ムスターカスは，同著に寄稿したマズローに対
し，「順応（adjustment）」（p.xvi.）という，所謂対処行動についてや，「如何様にして人間と











Motivation and Personality（第３版）の問題点について 3
ズローの研究歴を知っていくのに重要な手掛かりを与えてくれる著作 The Self を何故，参考文
献からが恣意的に取り除いたのかの説明を，フレイジャーらは何一つ行っていない。
他にも，マズロー再版 p.xxiii.の下から１３行目にある参考文献４４１の箇所には，ビッヒ（M.








（PREFACE TO THE THIRD EDITION；pp.xi-xv.）」や「謝 辞（ACKNOWLEDGMENTS；p.xvi.）」，
また「緒言（foreword；pp.xxxiii-xii.）」等の，謂わば“前書き”箇所に目を通していくと，彼ら
はこの「Motivation and Personalityなる本は，今世紀もっとも独創的な心理学者のうちの一人に
よって進められた研究のオリジナル録である（Motivation and Personality is an original record of
the work in progress of one of the most creative psychologists of this century.）」（p.xi.）とし，こ
れまでどれほど多くの著作にこの書が参照されてきたかを紹介している。そして，「このMotiva-
tion and Personality第３版では，マズローの建設的な考え方に光を当て，また，はるかに進んだ
概念を強調しようと見直しを行ったものである（This third edition of Motivation and Personality
has been revised to highlight Maslow’s creative thinking and emphasize his far -reaching con-
cepts.）」（p.xi.）と，同版を公刊した意義を説明している。
その際，彼らは幾つか手を入れたことを但し書きしている。例えば，「第１３章はこの本に新し
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た，「章目を並び替えた（we have reordered the chapters）」（p.xi.）ことに対する断りや，「私た











































































“They have for human beings in general a deep feeling of identification, sympathy, and affection
in spite of the occasional anger, impatience, or disgust described below. Because of this they






の下から１２―１４行目では，“Self-Actualizing people have a deep feeling of identification, sympa-
thy, and affection for human beings in general. They feel kinship and connection, as if all people




izing Peopleの p.２４.にも，それが再掲載された１９５４年初版の p.２１７.にも見られない。また，同
論文が再掲載された１９５６年の著作 The Self の p.１７９.にも，また，１９６３年に再掲載された The
World of Psychology II の p.５４１.にも載せられていない９。
酷いものでは，下のようなものもある。人の認知の在り様について説明している箇所におい
て，次のような径庭が見られる。マズロー再版 p.２２４.の下から８―１７行目では，“It is by now
generally accepted that theory building customarily implies selection and rejection, which in turn
means that a theory must be expected to make some aspects of the world more clear and other
aspects less clear. One characteristic of the most nonholistic theories is that they are sets of ru-
brics or classes. But no one has ever devised a set of rubrics into which all phenomena fit easily ;
there are always some left out, some that fall in between the rubrics, and some that seem to be-
long simultaneously in various rubrics. Furthermore, this kind of theory is almost abstractive, that
is to say, it emphasizes certain qualities of phenomena …（慣習によって生み出された理論は，
選択と拒絶をあらわす，ようは，ある理論は世界の幾つかの面を「一層」明確にし，他の面を
「更に」不明瞭にしがちであるというのと同じような意味でこれまで一般的に受け入れられてき
９ ただし，この１９５０年論文は１９６４年著作 Perspectives on the Group Processにも再掲載されているが，そこ
では Interpersonal Relationship SA から Creativenessの箇所のみが載せられている。つまり当該箇所は載
せられていないことを補足しておく。







３版の p.２０９.の上から１９―２０行 目では，“Theories built upon categories are almost always ab-







所もある。マズロー再版の p.２７１.の上から３―６行目では，“if I had to put into a single phrase,
the contrast between the Aristotelian theory and the modern conceptions of Goldstein, Fromm,
Horney, Rogers, Bühler, May, Grof, Dabrowski, Murray, Sutich, Bugental, Allport, Frankl, Mur-




フレイジャーら第３版の p.１１５.の下から２０―２１行目では“if I had to put into a single phrase the





ら１―３行目では，“In this chapter, I wish first to spell out some of the more important truisms on




版の p.１８２.の下から６―８行目では“In this chapter, I wish to spell out some of the more impor-
tant implications and consequences of the recognition that science is first of all a human creation
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１０ マズロー再版 p.２３.の下から４―５行目では，“If we say that a person feels rejected, what do we mean?
（もし我々が，ある人が拒絶されていると感じていると言うのであれば，それは我々にとって何を意味して
いるのだろうか？）”とあるが，フレイジャーら第３版 p.７.の上から５―６行目では“Consider, for instance,





マズロー再版 p.２１０.の下から２―５行目では，“One who has already been put into a rubric tends very
strongly to be kept there, because any behavior that contradicts the stereotype of the rubric can be re-
garded simply as an exception that need not be taken seriously.（既に概略化されたその人は，まさにそこ
に留め置かれるような傾向が強く見られる。何故なら，概略化されたステレオタイプなものとは相反する
如何なる行為も，真剣に取り扱う必要のない，単なる例外的なものとしてみなされるからである）”とある
が，フレイジャーら第３版 p.１９９.の上から１０―１３行目では“A thing or person that has been placed in a
category tends to be kept there, because any behavior that contradicts the stereotype can be regarded sim-




１１ Volume II ., p.１２１１.
１２ これについては，拙稿「今日の所謂「自己実現」社会に関する一考察―マズロー「自己実現」社会概念
との比較において―」，『商経論叢』，神奈川大学経済学会，第５１巻第４号，２０１６年，７１―８３頁を参照のこと。




Actualizing People：A Study of Psychological Health”の p.２５.でも，更にはこの論文が再掲載さ
れた１９６３年著作 The World of Psychology II ., p.５４３.や，同じく１９６４年 著作 Perspectives on the
















直接受けている。そのヴェルトハイマーが著したのが，１９６１年の論文“Some Problems in the







Maslow on Management と書名を変えて公刊された。しかし同著も，マズローがあえて特別な意味を付し
た Eupsychianの用語を作為的に変えて Enligtenedなる語に置き換えている。しかしながら，Eupsychian
Management の訳本が抄訳本であり，Maslow on Management の和訳本はほぼ全訳版であることもあって
か，用語の改竄が見られる後者（の訳本）を好んで用いる研究者たちが多い。マズロー自身による原著が
存在するにも拘らず，である。










（Mead, M.）らによる１９４２年著作 Balinese Character : A Photo-graphic Analysisや１９３５年著作
Sex and Temperament in Three Primitive Societiesをはじめ，同じくマズロー自身が大きな学問上
の影響を受けたとするフロム（Fromm, E.）の種々の著作（例えば，１９５０年著作 Psychoanalysis
and Religionや１９５５年著作 The Sane Society，１９５７年著作 The Forgotten Language，１９６４年著作
The Heart of Man等）も，更には，マズローが自己実現者に見られるとした種々の特徴について











１行目にて，Einstellungに関する参考文献２７９（Luchins, A.の１９４２年論文Mechanization in problem solv-
ing : the effect of Einstellung.）を参照するよう勧めているものの，フレイジャーら第３版 p.２０４.では同論
文が省略されており，また，参考文献該当頁にも取り上げられていない。マズロー再版 p.２６３.の下から３
行目において，参考文献６３の Braden, W.の１９６７年著作 The Private Sea，参考文献１８９の Heard, G.の
１９５９年著作 Training for a Life of Growth，参考文献３６５の Otto, H.が編集した１９６６年著作 Exploration in
Human Potentialities，参考文献３６６の Otto, H. and Mann, J.が編集した１９６８年著作Ways of Growth，参考
文献３６８の Owens, C. M.の１９６３年著作 Discovery of the Self，参考文献４１５の Schutz, Z.の１９６８年著作
Joy，そして参考文献４４６の Tart, C.が編集した１９６９年著作 Altered States of Consciousnessを参照するよう
勧めているものの，フレイジャーら第３版 p.１０３.ではこれらが省略されており，また，参考文献該当頁に
も取り上げられていない。





















は，“These last functions are ordinarily the exclusive responsibility of the scientist.（こうして挙
げられた最後の機能は通常，科学者に特有の責務である）”という一文があるが，フレイジャー
ら第３版 p.１８５.の下から２―３行目では“These last functions deal with what is verifiable and test-






版 p.２０２.では消除，マズロー再版 p.２１６.の脚注１４の半段落（８行分）がフレイジャーら第３版 p.２０３.では
消除，マズロー再版 p.２１７.の脚注１５（９行分）がフレイジャーら第３版 p.２０３.では消除，マズロー再版 p.
２２１.の脚注１７（６行分）がフレイジャーら第３版 p.２０５.では消除，マズロー再版 p.２２６.の脚注２２の半段落
超（２０行分）がフレイジャーら第３版 p.２０８.では消除，マズロー再版 p.２２７.の脚注２３（１１行分）がフレイ
ジャーら第３版 p.２０８.では消除，マズロー再版 p.２４５.の脚注１（２３行分）がフレイジャーら第３版 p.９５.で
は消除，マズロー再版 pp.２５４―２５５.の脚注５（７行分）がフレイジャーら第３版 p.１０３.では消除，マズロー
再版 p.２５９.の脚注７（５行分）がフレイジャーら第３版 p.１０８.では消除されている。
































落目冒頭の It has been my pleasureの文に始まり p.２７８.の上から１７行目までの文章と，同じく p.２７８.の２
段目冒頭の There is another important problemの文に始まり p.２７９.の９行目までの文とが，フレイジャー
ら第３版 p.１２０.の下から２行目から p.１２２.の上から１１行目までとにかけて逆の順番となって載せられてい
る。また，別の例として，マズロー再版 p.１６５.の３段落目の中頃にある Because of thisから始まる文が，
フレイジャーら第３版 p.１３８.では４段落目末尾の一文となっており，即ち，配置場所が変わって載せられ
ている。




















































ば，次のマズローの論文を参照のこと（“A Preface to Motivation Theory”., Psychosomatic Medicine.,５.,
１９４３., pp.９１-９２.の脚注１２，“A Theory of Human Motivation”., Psychological Review.,５０.,１９４３., pp.３７０-３９６.，
“"Higher" and "Lower" Needs”., Journal of Psychology.,２５.,１９４８., pp.４３３-４３６.）。
問題点３～渡辺氏は充てるべき訳本すらも取り違えていること。
女史が参考文献として挙げているマズロー１９５４年初版についても，誤記は見られる。一例として女史
は，『ポスト日本型経営；グローバル人材戦略とリーダーシップ』２４３頁にて，「Maslow, Abraham H., Mo-
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